雨 を 含んだ 風が さっと 吹いて、 磯の 香が 満ちて いる 

—— 今日は 二 時 頃から、 ず ッぷリ と、 一 降り 降った あ 

かさな そらあい 

とだから、 この 雲の 累 つた 空 合で は、 季節で 蒸 暑 かり 

そうな 処を、 身に 沁みる ほどに 薄 寒い。 …… 

しずく ぬかあめ 

木の葉 を こぼれる I 卞も 冷い。 …… 糠雨が まだ 降つ 

ていよう も 知れぬ。 時々 ぼつ リと 来る の は —— 樹立 は 

暗い ほど だけれ ど、 その IK ばかりで はなさ そうで、 鎮 

守の 明 神の 石段 は、 わくら 葉の 散った のが、 一つ一つ 

かに こずえ くぐ 

皆 蟹に なりそう に 見える まで、 濡々 と 森の 梢 を 潜って、 

おお 

直線に 高い。 その 途中、 処々 夏草の 茂りに 蔽 われた の 

に、 雲の 影が 映って 暗い。 



さき ぬ 

た。 杖の 尖が、 肩を抽 いて、 頭の 上へ 突出て いる、 う 

むき 

しろ 向の その 肩が、 びくびくと、 震え、 震え、 脊丈は 

こども い つ すん ぼうし 

三尺に も 足りまい。 小児 だか、 侏 儒 だか、 小男 だか。 

ひろが 

ただ 船虫の 影の 拡 つた ほどの ものが、 靄に 沁み 出て、 

一 段、 一 段と 這 上る。 …… 

うごめ しゅうしゅう かすか 

しょ ぼけ 返って、 蠢く たびに、 啾々 と 陰気に 幽 

い き 

な 音が する。 腐れた 肺が 呼吸に 鳴る のか —— ぐし ょ濡 

すそ ひびき 

れで 裾から I 卞が 垂れる から、 骨 を 絞る 響であろう I 

きし 

I 傘の 古 骨が 風に 軋む ように、 啾々 と 不気味に 聞こえ 

る。 

「しい ッ、」 



あんこ-つ 

する。 —— ほかに 鮫 鱸が ある、 それ だと、 ただ その 腹 

み いしな ぎ 

の 膨れた の を 観る に 過ぎぬ。 実は 石投 魚で ある。 大温 

にして 小 毒 あり、 というに つけても、 普通、 私 どもの 

目に 触れる 事がない けれども、 ここに 担いだ の は 五 尺 

たくま 

に 余った、 重量、 二十 貫に 満ちた、 逞しい 人間 ほど は 

がんしょう す うろこ つらし か はた 

あろう。 荒海の 巌礁に 棲み、 鱗 鋭く、 面顰ん で、 鰭 

しゃち 

が 硬い。 と 見る と 鱸に 似て、 彼が 城の 天守に 金銀 を 

よろ あかがつ ぱ まと 

鎧った 諸侯なる に対して、 これ は 赤 合羽 を 絡った 下郎 

あおぐろ 

が、 蒼 黒い 魚 身 を、 血に 底光りしつつ、 ずしず しと 揺 

られ ていた。 

おおいし なぎ ねうち 

かば かりの 大石投 魚の、 さて 価値と いえば、 両を出 



ない。 七 八十 銭に 過ぎない こと を、 あとで 聞いて ちと 

鬱 いだ ほどで ある。 が、 とにかく、 これ は 問屋、 巿場 

へ 運ぶ ので はなく、 漁村なる わが 町内の 晚の お菜に I 

I 荒磯に 横 づけで、 ぐゎッ ぐゎッ と、 自棄に 煙 を 吐く 

ふね てかぎ がけ あばら ひきず リぁ 

艇 から、 手 鈎で 崖 肋 腹へ 引摺 上げた 中から、 そのまま 

跣 足で、 磯の 歐道を 踏んで 来たので あった。 

まだ 船底 を 踏 占める ような、 重い 足取りで、 田 畝 添 

すね おおう お ゆす 

いの 脛 を 左右へ、 草摺れ に、 だぶだぶと 大魚を 揺って、 

「しい ッ、」 

「や あ、」 

しつ、 しつ、 しつ。 



- つつしよ さま 

この 血 だらけの 魚の 現世の 状に 似ず、 梅雨の 日暮の 

かか あおめ のう 

森に 掛 つて、 青 瑪瑙 を 畳んで 高い、 石段 下 を、 横に、 

リ ようし 

漁夫と 魚で 一 列に なった。 

すぐ ここに は 見えない、 木の 鳥居 は、 海から 吹 抜け 

の 風 を 厭って か、 窪地で たちまち 氾濫れ るら しい 水 場 

ひとすじ あぜ 

のせい か、 一条 やや 広い 畝 を 隔てた、 町の 裏通り を I 

しゅもく ぶっか まんなか 

I 横に 通った、 正面と、 撞木に 打 着った 真中に 立って 

いる。 

みはしら のぞ 

御 柱 を 低く 視 いて、 映画 か、 芝居の まねきの 旗の、 

てぬぐい あい あわび 

手拭の 汚れた ように、 渋茶と、 藍と、 あわれ 鳆、 

小 松 魚 ほどの 元気 もな く、 棹に よれよれに 見える の も- 



「n ワイ」 

あおみ みず 

と、 虫の 声で、 青 蚯蚓の ような 舌 を ぺろリ と 出した _ 

怪しい 小男 は、 段 を 昇 切った 古杉の 幹から、 青い 嘴 

ばかり を 出して、 麓を瞰 下しながら、 あけび を 裂いた 

ような 口 を 開けて、 また 二 タリと 笑った。 

その 杉 を、 右の 方へ、 山道が 樹 がくれ に 続いて、 木 

の 根、 岩角、 雑草が 人の 脊 より 高く 生 乱れ、 どく だみ 

あざみ す さま のばら 

の 香 深く、 薊が 凄じく 咲き、 野 茨の 花の 白 いのも、 

たそがれ ほの あか 

時なら ぬ 黄昏の 仄 明るさに、 人の 目 を 迷わして、 行 手 

を 遮る 趣が ある。 梢に 響く 波の音、 吹 当つ る 浜風 は、 

萚を 渦に 廻 わして 東西 を 失わす。 この 坂、 いかば か 



力ま ぼ こ 力た し A しん 

右 斜めに、 鋅 形の 杉の 大樹の、 森々 と 虚空に 茂つ 

た 中に 社が ある。 —— こっちから、 もう 謹慎の 意 を 

さま 

表する 状に、 ついた 杖 を 地から 挙げ、 胸へ 片手 をつ け 

くさずり たた 

た。 が、 左の 手 は、 ぶらん と 落ちて、 草摺の 断れた よ 

うな &褸の 袖の 中に、 肩から、 ぐな りと そげて いる。 

これに こそ、 わけが あろう。 

あお ごけ し ふきな び 

まず、 聞け。 —— 青 苔に 沁む風 は、 坂に 草 を 吹 靡く 

より、 おのずから 静 では あるが、 階段に、 緑に、 堂の 

ときわぎ 

あたりに 散った 常 盤 木の 落葉の 乱れた のが、 いま、 そ 

よと も 動かない。 



「願い まっし ゆ。 .：：• ぉ晚で しゅご 

と、 き やき やと 透る、 しかし、 あわれな 声して、 地 

に 頭 を摺リ つけた。 

「願い まっし ゆ、 お願い。 お願い —— 」 

正面の 額の 蔭に、 白い 蝶が 一羽、 夕顔が 開く ように、 

あら まい さが 

ほんのりと 顕われる と、 ひらりと 舞 下り、 小男の 頭の 

上 をす つと 飛んだ。 —— この 蝶が、 境内 を 切って、 ひ 

と ち 

ら ひらと、 石段 口の 常 夜燈に ひたりと 附 くと、 羽に 点 

れ たように 灯影が 映る 時、 八十 年に も 近かろう、 皺び 

おきな 

た 翁の、 彫刻 また 絵画の 面より、 頰の やや 円い のが、 

なえな え ね ぎ かずね 

萎々 とした 禰宜 いでたちで、 蚊 脛 を 絞り、 鹿 革の 古 ぼ 



けた 大きな 燧打袋 を 腰に 提げ、 燈心を 一 束、 片手に 油 

もみえ ぼし くぼ 

差 を 持 添え、 揉 烏帽子 を 頂いた、 耳、 ぼんの 窪の はず 

れに、 燈心は その 十 筋 七 筋の 抜 毛 かと 思う 白髪 を醌か 

せた が、 あしな かの 音をぴ たり ぴたりと 寄って、 半ば 

ぎぼし ゆ 

朽 崩れた 欄干の、 擬宝珠 を 背に 控えた が。 

屈む が 膝 を 抱く。 —— その 時、 段の 隅に、 油 差に 添 

えて 燈心を さし 置いた ので ある。 

「和 郎 はの ご 

「三 里 離れた 処で しゅ。 —— 国境の、 水溜りの もの 

で ございま つ しゅご 

「ほ、 ほ、 ^旛 沼、 手賀 沼の 一 族で そうろよ な、 様子 



を 見れば の ご 

「赤 沼の 若い もの、 三郎 でつ しゅご 

「河童 衆、 ようご ざった。 さて、 あれで 見れば、 石段 

のぼ 

を 上らし やる が、 いこう 大儀そう にあった、 若い にの。 

…… 和郎 たち、 空 を 飛ぶ 心得が あろう もの を ご 

かんぬし さま ひ 

「神職 様、 おおせで つし ゆ。 —— 自動車に 礫 かれた ほ 

からだ け か 

ど、 身体に 怪我 は あるで しゅが、 梅雨空 を 泳ぐなら、 

とびから す かか 

鳶 烏に 負けんで しゅ。 お 鳥居よ リ 式台へ 掛ら ずに、 

樹の 上から 飛込んで は、 お 姫様に、 失礼で つし ゆ、 と 

存じて で つ しゅご 

「ほ、 ほう、 しんびよう。 I 



ほくほくと 頷 いた。 

^るか 力し は 

「きもの も、 灰 塚の 森の 中で、 古 案山子 を剝 いだで 

しゅご 

「しんびよう、 しんびよう …… 奇特な や、 枠。 …… 何、 

それで 大 怪我 じ やと —— 何とした の ご 

「それでし ゆ、 それでし ゆから、 お願いに 参った で 

しゅご 

力な 

「この 老 ぼれ に は 何も 叶わぬ。 いずれ、 姫 神への 願い 

じ やろ。 お 取次 を 申 そうじゃが、 悴、 趣 は —— お 薬 か 

の ご 

かたきうち 

「薬で ないで しゅ。 II 敵 打が したいの でつ しゅご 



「ほ、 ほ、 そか、 そか。 敵 打。 …… はて、 そり や、 し 

かし、 若い に 似合わず、 流行に おくれた の。 敵 打 は 近 

頃 はやらぬ がの ご 

「そでない でつ しゅ。 仕返しで つし ゆ、 喧嘩の 仕返し 

がしたい のでつ しゅご 

「暄曄 をした かの。 暄嘩 とや ご 

「この 左の 手 を 折られた で しゅご 

しずく 

とわな わなと 身震いす る。 濡れた 肩 を 絞って、 I 卞 

じゅんさい 

の垂 るの が、 蓴菜に 似た 血の かたまりの、 いま も 流る 

るよう である。 

とが くちばし いぼ だ あお 

尖った 嘴 は、 疣 立って、 なお 蒼い。 



いそばた よう れんげ うしろ びょうぶいわ 

磯 端 を、 八 葉の 蓮華に 気取り、 背後の 屛風巌 を、 

ふな ご こう おきな さま 

舟 後光に 真似て、 円座して …… 翁 様、 御存じで ござい 

ましよ。 あれ は —— 近郷での、 かくれ 里。 めった、 人 

の 目につかんで しゅから、 山 根の 潮の 差 引きに、 隠れ 

でこぼこ かさな いわ 

たり、 出たり して、 凸凹 凸凹 凸凹と、 累 つて 敷く 礁を 

削り 廻し に、 漁師が、 天然の 生簀、 生 船が まえにして、 

魚 を 貯えて 置く でし ゆが、 鯛も鲽 も、 梅雨 じけ で 見 

えんで しゅ。 …… 掬い 残りの 小 こい i 子が、 チ、 チ、 

ひれ いわか まど す 

チ、 (笑う。) …… 青い 鰭の 行列で、 巌竃の 簀の中 を、 

ひなた 

きらきら きらきら、 日 南 ぼ つ こ。 ニコ 二 コ とそれ を 見 

て つ ばき 

い、 見い、 身の ぬらめ きに、 手 唾して、 …… 漁師が 網 



じ つ のぞ 

たにな つて、 熟と 視く。 河童 だい、 あかんべ い、 とやつ 

た処 が、 でし ゆ …… 靦 いた 瞳の 美し さ、 その 麗 さは、 

まつげ さざなみ 

月 宮殿の 池 ほど ござり、 睫が 柳の 小波に、 岸 を 縫って、 

なび ひとしずく さかさ 

靡く でし ゆが。 —— ただ 一 I 卞の 露と なって、 逆に 落 

とろ リ い た 

ちて 吸わり ようと、 蕩 然とす ると、 痛い、 疼い、 痛い、 

ぼうぎれ つきく じ 

疼い ッ。 肩の つけ もと を 棒 切で、 砂 越しに 突 挫いた ご 

「その 怪我 じ や ご 

ま て 

「神職 様。 —— 塩で 釣 出せぬ 馬 蛤の かわりに、 太い 

洋 杖で かッぼ じった、 杖 は 夏帽の 奴の 持 もので しゅが、 

下手人 は 旅籠 屋の 番頭め、 這 奴、 女 ばらへ、 お 歯向き 

ふらち 

に、 金歯 を 見せて 不埒 を 働く ご 



「 一 通り は 聞いた、 ほ、 そか、 そか。 …… 無理 も 道理 

も、 老の 一 存に はならぬ 事 じ や。 いずれ はお 姫様に 申 

上ぎ ようが、 こなた 道理に は 外れた ようじ や、 無理で 

のう もなかり そうに 思われる、 そのし かえし。 お 聞 済 

みに なろう か。 むずかし いの ご 

「御 鎮守の 姫様、 おきき 済みに なり ませぬ と、 目の前 

かたき み 

の 仇を視 ながら 仕返しが 出来ん のでし ゆ、 出来ん の 

でし ゆが、 わ ァ、」 

とたち まち 声 を 上げて 泣いた が、 河童 はすぐ に 泣く 

だだっこ さま 

もの か、 知らず、 駄々 子が ものね だリ する 状であった。 

「： &、 枠 …… まだ 早い …… 泣くな ご 



まな じり そでず きん 

眦 。 額 髪、 眉の かかり は、 紫の 薄い 袖 頭巾に ほのめ 

ベ にじきん らん 

いた、 が、 匂 はさげ 髪の 背に 余る。 —— 紅 地 金襴の さ 

えもん 

げ 帯して、 紫の 袖 長く、 衣紋に 優しく 引合 わせた まえ 

る、 手 かさねの 両の 袖口に、 塗 骨の 扇つつ ましく 持 添 

あおす すき もすそ くれない 

えて、 床板の 朽 目の 青 芒 に、 裳の 紅 うすく 燃えつ 

つぼみ 

つ、 すらすらと 荅 なす 白い 素足で 渡って。 —— 神 か、 

あらず や、 人 か、 巫女 か。 

「 —— その 話の 人た ち を 見ようと 思う、 翁、 里人の 深 

切に、 すきな 柳 を 欄干 さきへ 植えて たもった は 嬉しい 

が、 町の 桂 井 館 は 葉の しげりで 隠れて 見えぬ。 II 広 

前の、 そちらへ、 参ろう ご 



翁が 仰ぐ と、 

「あら、 そんなで もありません わ。 ぼつ ぼご 

そび 

と 空で いった。 河童の 一 肩、 聳えつつ、 

「芸人で しゅか、 士農工商の 道 を 外れた、 ろくでなし 

めら ご 

「三郎 さん、 でもね、 ちょっと 上手 だって 言います よ、 

ぼう、 ぼ つ ぼ。 I 

翁 は はじめて、 気だるげ に、 横に かぶり を 振って、 

「芸 一通り さえ、 なかなかの もの じ や。 達者と いう も 

得難い に、 人間の 癖に して、 上手な どと は 行 過ぎ じ や 

ぞ よ。」 



す わ みなそこ 

「 …… 詉訪 —— の 海 II 水底、 照らす、 小 玉石 II 手 

に は 取れ ども 袖は濡 さじ …… お ー も ー し ー ろ ー お 神楽 

らし いんで ございま すの。 お、 も、 し ー ろし、 かしら 

ふもと 

も、 白し、 富 土の 山、 麓の 霞 —— 峰の 白雪 ご 

「それで は、 ぉ富士 様、 ぉ詉訪 様が た、 お 目 かけられ 

もの かも 知れない —— お待ち …… あれ、 気の 疾 いご 

おうぎ ちょう 

紫の 袖が 解ける と、 扇子が、 柳の 膝に、 丁と 当った。 

びくり として、 三つ、 ひらめく 舌 を 縮めた。 風の ご 

とく 駆 下りた、 ほとんど 魚の 死骸の 鰭の あたりから、 

ずるずると 石段 を 這 返して、 揃って、 姫 を 空に 仰いだ、 



「誰が 見る もの かね。 踊りよ か、 町で 買った、 擂粉木 

VP ある 

とこの 杓 もじ を さ、 お前さんと 私と で、 持って 歩行い 

た 方が よつ ぼ どお かしい ご 

「だって、 おばさん —— どこかの 山の 神様のお 祭に 踊 

る 時には、 まじめな 道具 だ つ て、 おじさんが 言 うんじ や 

ない の。 …… 御幣と おんな じ 事 だって。 …… だから 私 

—— まじめに 町の 中 を 持つ たんだ けれど、 考える と I 

I 変 だ わね。」 

しゃもじ 

「いや、 まじめ だよ。 この 擂粉木と 杓子の 恩 を 忘れて 

おどけ 

どうす る。 おかめ ひょっと このように 滑稽 もの 扱いに 

する の は 不届き 千万 さ ご 



さて、 笛吹 —— は、 これ も 町で 買った 楊 弓 仕 立の 竹 

つたわ くちばし 

に、 雀が 針が ね を 伝 つて、 嘴 の 鈴 を、 チン、 カラ 力 

ラカラ カラカラ、 チン、 カラカラと 飛ぶ 玩弄 品 を、 膝 

について、 鼻の 下の 伸びた 顔で いる。 ：•：• いや、 愚に 

返った 事 は —— もし 踊が あれな りに 続いて、 下り坂 を 

は ず まんなか 

発奮む と、 町の 真中へ 舞 出して、 漁師町の 棟 を 飛んで、 

海 へ ， J ろげ て 落ちたろう。 

きちがい いのち 

馬鹿 気た だけで、 狂人で はない から、 生命に 別条 は 

なく 鎮静した。 ところで、 とぼけき つた 興 は 尽き 

ず、 神 巫の 鈴から 思いついて、 古びた 玩弄 品屋の 店で、 

ありあわせ たこの 雀 を 買った のが はじまりで、 笛吹 は 



かって、 麻布 辺の 大 資産家で、 郷土 民俗の 趣味と、 研 

究と、 地鎮祭 を かねて、 飛驛、 三 河、 信 濃の 国々 の 谷 

こうさ へ きそん 

谷 谷 深く 相 交叉す る、 山 また 山の 僻村から 招いた、 山 

あやめ き じ 

民 一 行の 祭に 参 じた。 桜、 菖蒲、 山の 雉子の 花 踊。 赤 

おのま さか リ 

鬼、 青 鬼、 白 鬼の、 面 も 三尺に 余る のが、 斧鉞の 曲 

きょ ぬ さ 

舞す る。 浄め砂 置いた 広 庭の 檀 場に は、 幣を ひき ゆい、 

し め きた ちみち もも づな 

注 連 かけわたし、 来ります 神の 道 は、 (千 道、 百 綱、 道 

あや にしき 

七つ。) とも 言えば、 (綾 を 織り、 錦 を 敷きて 招 じる。) 

と 謡う ほど だから、 奥山 人が、 代々 に 伝えた 紙細工に、 

わざ にじ かざ リ 

巧 を 凝らして、 千 道 百 綱 を 虹の ように。 飾の 鳥に は、 

やまどり み え ななえ 

雉子、 山 鶏、 秋草、 もみじ を 切 出した の を、 三重、 七重 



まんなか たきぎ うずた.? 

- たなびかせた、 その 真中に、 丸太 薪を堆 



く 

く おおがま あられ 

烈々 と 燻べ、 大 釜に 湯 を 沸かせ、 湯玉の 霰に たばし る 

あとさき たいまつ 

中 を、 前後に 行 違い、 右左に 飛 廻って、 松明の 火に、 

みこ ねぎ 

鬼 も、 人 も、 神 巫 も、 禰宜 も、 美女 も、 裸 も、 虎の 皮 

くれない はかま 

も、 紅の 袴 も、 燃えた リ、 消えた リ、 その、 ひゆう 

みなそこ 

ら、 ひゆ、 ひゆ うら、 ひゆ、 誠訪の 海、 水底 照らす 小 

ひぎょう 

玉石、 を 唄いながら、 黒雲に 飛行す る、 その 目覚し さ 

は …… なぞと、 町 を 歩行きながら、 ちと 手真似で 話し 



て、 その 神楽の 中に、 青い おかめ、 黒い ひょっと この、 

いでたち おおし やくし 

扮 装した のが、 こて こてと 飯粒 をつ けた 大 杓子、 ベた 

ふとす りこぎ 

りと 味噌 を 塗った 太 擂粉木で、 踊り 踊り、 不意 を 襲つ 



せきりよ う 

の 悪そう な 顔 をした の を、 また 嬉しがって、 寂寥たる 

こん ぽ 

夜店の あたり を 一 廻り。 横町 を 田 畝へ 抜けて —— はじ 

めから 志した —— 山の 森の 明 神の、 あの 石段の 下へ 着 

いのしし いきおい 

いたまで は、 馬に も、 猪 にも 乗った 勢 だった。 

そこに …… 何 を 見た と 思う。 通 合わせた 自動車 

に、 消えて 乗って、 わずかに 三分。 …… 

宿へ 遁 返った 時 は、 顔 も 白 澄む ほど、 女 二人、 杓子 

かき あ 

と 擂粉木 を 出来 得る 限り、 搔 合わせた 袖の 下へ。 —— - 

あら、 まあ、 笛吹 は 分別で、 チン、 カラカラ カラ、 チ 

ン。 わざと、 チン カラカラ カラと 雀 を 鳴らして、 これ 

で 出迎えた 女中 だち の 目 を 逸らさせた ほどな ので あつ 



あの 高々 と 取った 欄干 を、 ぁッ という 間もなく、 跣 足 

また 

で、 跣 足で 跨いで —— お 帳場で そういい ましたよ。 随 

分お てんば さんで、 二階の 屋根 づたいに 隣の 間へ、 ば 

かわら ひさし 

ァ —— それよりか 瓦の 廂 から、 藤棚 越しに 下座 敷 を 

のぞ 

視 いた 娘さん も ある けれど、 あの 欄干 を 跨いだ の は、 

ひと 

いつの 昔、 開業 以来、 はじめてで すって。 ：：•• この 娘 _ 

…… 御 当人、 それで 巌 飛びに 飛 移って、 その 鯉 をい き 

なりつ かむ と、 滝の 上へ 泳がせた じゃありません かご 

「説明に 及ばず。 私 も 一所に 見て いたよ。 吃驚した。 

時々 放れ 業 を やる。 それ だから、 縁遠 いんだね。 たと 

えば さ、 真のお じきにした 処で、 いやしくも 男の 前 だ- 



も 切る ような 様子 をした じゃァ ありま せんか。 思 出す 

すきく わ 

わ。 …… 鋤 鍬じゃなかった ん です もの。 あの、 持って 

しゅもく ぞっ 

たもの 撞木じゃありません？ 悚 然とす る。 あれが 魔 

法で、 私たち は、 誘い込まれ たんじ やな いんでしょう 

かね。」 

「大丈夫、 いなかで は 遣る 事 さ。 ものな りの いいよう 

に、 生れ 生れ 茄子の まじない だよ ご 

こく ぐら 

「でも、 畑の また 下道に は、 古い 穀倉が あるし、 狐 か、 

ョ11 ゝ o _ 

狸 力 」 

「そんな 事 は 決してない。 考えて いるう ちに、 私に は 

すべ 

よく 分った。 雨続き だし、 石段が 、にる だの、 お前さん 



たち、 蛇が 可 恐い のとい つて、 失礼した。 - I 今夜 も 

かしわで 

心ば かりお 鳥居の 下まで 行 つ た —— 毎朝 拍手 は 打つ が、 

ち ぎ 

まだお 山へ 上らぬ。 あの 高い 森の 上に、 千木のお 屋根 

が 拝され る … … ここの 鎮守 様 の 思 召しに 相違な い 。 I 

さみだれ つれづれ 

I 五月雨の 徒然に、 踊 を 見よう。 —— さあ、 その 気で、 

あらた まじめ 

更 めて、 ここで 真面目に 踊り 直そう。 神様に お 目に 

かける ほどの 本芸 は、 お 互に うぬぼれぬ。 杓子 舞、 擂 

粉 木舞 だ。 二人 は、 わざと それ をお 持ち、 真面目 だよ、 

さ、 さ、 さ。 可い かいご 

さつ ま こんが すリ ひとえ 

笛吹 は、 こまかい 薩 摩の 紺鉼 の 単衣に、 かりものの 

しごき はかた 

扱 帯 を しめてい たのが、 博 多 を 取って、 きちんと 貝の 



見返りた まい、 

「三人 を 堪忍して やり や ご 

「あ、 あ、 あ、 姫君。 踊って 暄嘩 はなり ませぬ。 うう、 

やぶ のぞ 

う ふ ふ、 蛇 も 踊る や。 —— 藪の 穴から 狐も視 いて —— 

あは は、 &投魚 も、 ぬ さりと 立った ご 

ふもと 

わつ と、 けたたましく 絶叫して、 石段の 麓 を、 右往 

左 住に、 人数 は 五六 十、 飛んだろう。 

赤 沼の 三郎 は、 手 をつ いた —— もうこう まいる、 姫 

ョ ム 1 一く o 

神様 

「愛想の なさよ。 撫子 も、 百合 も、 ある けれど、 活き 

た 花 を 手 折ろう より、 この 一 折 持って いき や ご 
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